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研　　究　　速

論からのずれが，1°以内であることがわかる　また“定

在波比”は6000以上であるが，これも上の結論と矛盾

しない．しかし，このような測定では，二つのモードに

共通にはいってくる位相誤差，すなわち前に挙げた誤差

の原因のうち（3）（4）の影響は知ることができないわけ

である．

　次に，移相器の正規な使用においては，光は直線偏光

で人射して，直線偏光で出射するわけであるが，実際に

は主として（1）の誤差のため，直線偏光にならず，そ

れと直角の成分が存在する．それを測定した結果が第5

図（b）である．これから他のモードに変換する率は約3

％（強度で）あるが，これも誤差1°という結論と矛盾

しないことが示される．
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5．結 論

　波長板を組み合わせた光の可変移相器を試作，実験

し，その誤差が1°程度，多くとも数゜程度にしうるこ

とを示した．これは，波長で言えば100の1波長の精度

を意味する．この型の移相器の特徴としては，移相量の

較正を要しないこと（したがって標準移相器となる），

移相量に限界がないこと（時問的に回転させれば周波数

変換器になる3，），高い精度が得やすいことなどである．

今後の問題としては．挿入損失をいかに少なくするか，

絶対的位相精度をいかにあげるかという課題がある．ま

た位相の測定法も確立していない．
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